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平成22年11月11日  

各 位  

会 社 名 株式会社東理ホールディングス  

（コード番号 5856 東証第2部） 

代表者名 代表取締役社長  永井 鑑 

問合せ先 代表取締役副社長 忍田 登南 

（TEL．03－3548－1014 ）  

 

特別損失の計上及び業績予想の修正等に関するお知らせ  

 
当社は、平成22年８月16日付「特別損失の計上及び業績予想の修正等に関するお知らせ」にて開示いた

しました、平成23年３月期の第2四半期累計期間及び通期の連結及び個別業績予想等を、特別損失の計上見

込および最近の業績動向を踏まえ、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。  

 

記  

 
１．特別損失の計上見込 
（１）連結および個別業績予想等に反映されるもの 

①固定資産除却損･･･第２四半期 1 百万円、通期 1 百万円 
②一時的費用･･･第２四半期 11 百万円、通期 18 百万円 
（過年度決算訂正及び第三者調査委員会等に関わる費用） 

（２）連結業績予想等のみに反映されるもの 
①子会社の資産除却債務･･･第２四半期 16 百万円、通期 16 百万円 
②子会社の貸倒引当金･･･第２四半期 45 百万円、通期 105 百万円 
③子会社の有価証券売却損･･･第２四半期２百万円、通期２百万円 

 
２．連結業績予想数値の修正等                    （金額の単位：百万円）  

（１）平成 23 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間業績予想数値との差異（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年

9 月 30 日） 
  

売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 10,814 △ 85 △ 65 △ 142 △1 円 53 銭

今回実績（B） 10,556 △ 229 △ 192 △ 251 △2 円 70 銭

増減額（B－A） △ 258 △ 144 △ 127 △ 109 － 

増減率（％） △ 2.4 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年９月中間期） 
11,102 46 70 84 0 円 91 銭

 
（２）平成23年3月期通期業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 22,898 321 332 179 1 円 92 銭

今回修正予想（B） 22,376 105 122 △ 51 △0 円 54 銭
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増減額（B－A） △ 522 △ 216 △ 210 △ 230 － 

増減率（％） △ 2.3 △ 67.3 △ 63.3 － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 3 月期） 
23,271 148 179 △ 723 △7 円 77 銭

 

３．個別業績予想数値の修正等 

（１）平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計期間業績予想数値との差異（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月

30 日） 
  

売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 228 △ 28 △ 18 △ 18 △0 円 19 銭

今回実績（B） 230 △ 16 △ 6 △ 1 △0 円 01 銭

増減額（B－A） 2 12 12 17 － 

増減率（％） 0.9 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年９月中間期） 
185 △ 105 33 29 0 円 31 銭

 
（２）平成23年3月期通期業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 455 △ 49 △ 29 △ 31 △0 円 33 銭

今回修正予想（B） 462 △ 35 △ 14 △ 15 △0 円 16 銭

増減額（B－A） 7 14 15 16 － 

増減率（％） 1.5 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 3 月期） 
420 27 53 △ 946 △10 円 17 銭

 

４．業績修正等の理由  

（1）連結業績について  

連結業績につきましては、第２四半期累計期間及び通期ともに、売上高、営業利益、経常利益及び

純利益が前回の予想を下回る見込となりました。 

その主な理由といたしましては、営業利益につきましては、ダイカスト事業における原材料価格の

上昇及び売上構成比の変化による利益率の低下（第２四半期△17百万円、通期△103百万円）、食品流

通事業における売上高の減少及び競合店への対抗のための利益率の低下（第２四半期△64百万円、通

期△50百万円）、酒類製造事業における売上の減少と売上構成比の変化による利益率の低下（第２四

半期△44百万円、通期△60百万円）、教育事業における売上高の減少による利益の減少（第２四半期

△18百万円、通期△13百万円）、リフォーム事業における売上高の減少による利益の減少（第２四半

期△14百万円、通期△18百万円）により、前回予想より減益を見込んでおります。また、個別業績予

想修正の影響も含んでおります。経常利益につきましては、営業利益への影響要因によるものであり

ます。純利益につきましては、営業利益への影響要因及び特別損失によるものであります。 

なお、子会社の貸倒引当金につきましては、子会社が締結している通貨及び金利交換取引契約の契

約相手方及び連帯保証人の債務不履行によるものであります。本契約内容は、当社子会社が毎月4,232
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万円を支払い、40万米ドルを受取るものであり、契約期間は平成27年７月22日迄であります。本契約

は、当社が当該子会社を買収したさいの、瑕疵担保条項に基づき締結されたものであり、現在契約相

手先及び子会社の売主でありました連帯保証人を相手取って訴訟を提起しており、審理中であります。 

 

（2）個別業績について  

個別業績につきましては、第２四半期累計期間及び通期ともに、営業利益、経常利益及び純利益が

前回の予想を上回る見込となりました。  

その主な理由といたしましては、営業利益につきましては、売上高の増加と販売管理費の減少によ

るものであります。経常利益につきましては、営業利益への影響要因によるものであります。 純利

益につきましては、営業利益への影響要因及び特別損失によるものであります。 

 

 

（参考）平成 22 年８月 16 日「特別損失の計上及び業績予想の修正等に関するお知らせ」 

  

以 上  


